
世界遺産　中城場跡  

　

沖縄県中城村議会

中城村議会の概要

令和4年

  1853年に来島したペリー艦隊から派遣された「琉球奥地探検隊」一行の絵
師・ハイネが描いた絵は後に中城城跡を修復するときの参考資料になりまし
た。（西の郭内から正門付近をながめた風景）
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１．概要

（１）　位置・面積

（２）　人口・世帯数 ※人口、世帯は各年度末

　中城村は、世界文化遺産に登録されている中城城跡をはじめ、肥沃な農地、長い海岸線、琉球
大学の立地、都市近郊性といった地域特性がある。これら地域特性を積極的に活用し、企業誘致
等による税増収の確保と、一層の行財政改革を行い、行政・議会・村民が一体となって、自立に
向けた個性的で活力のある村づくりを目指している。

　本村の人口増加率は県内でもトップクラスにあり、特に南上原地区では、土地区画整理事業や
企業誘致に伴い人口の増加が顕著にみられる。

　本村は、沖縄本島中部に位置し、県都那覇市から北東へ約 10 ㎞、沖縄市から約 9 ㎞の位置に
あって、東は中城湾に面し、西は宜野湾市、南は西原町、北は北中城村に隣接している。面積は
東西約 3.5 ｋｍ、南北 7.5 ｋｍ、総面積 15.46 ｋ㎡である。
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２．議会の組織・構成

（１）議員

　①定数と任期

・　平成14年12月26日　議員定数条例制定 ・　平成17年10月1日　議員定数条例改正 20人→16人へ

・　平成20年3月6日　1名辞任 （村長選立候補） ・　平成20年6月17日　2名自動失職　（村長選立候補）

・　平成20年6月22日　1名当選 （補欠選挙） ・　平成22年9月12日　16名当選（一般選挙）

・　平成26年9月7日　16名当選（一般選挙(無投票)）・　平成27年6月　　　　　1名欠員

・　平成28年5月23日　1名辞職 ・　平成28年6月5日　　2名当選（補欠選挙）

・　平成30年9月9日　16名当選（一般選挙） ・　令和元年12月13日　1名辞職

・　令和2年6月7日　　1名当選（補欠選挙） ・　令和4年9月11日　16名当選（一般選挙）

　②所属党派別議員数

　③年齢別議員数等 （ ）

（令和４年４月1日現在）

議  員  定  数 任　　　　　　　期

就　　任

令和4年9月28日

任期満了日条例定数 現議員数

人       数

2名

令和8年9月27日

最年少

所    属    党    派

無   所  属

2名

16 16

・　昭和48年4月　議員定数を減少する条例公布(20人）、昭和49年9月の一般選挙から施行

４年をこえ８年以下 5名

16名

2名 48名12名

60歳代

　④在職年数別議員数

４年以下

最年長

73名

70歳以上30歳代 40歳代

２４年以上 1名

１２年をこえ１６年以下

区
　
　
　
分

２０年をこえ２４年以下

1名

5名

１６年をこえ２０年以下

2名

50歳代

0名

８年をこえ１２年以下

0名

　議　　　　　長　

副　　議　　長

13名 女性 3名

区　　　　分

　⑥議員報酬等

男性

議　　　　　員 226,000

委  　員  　長 235,300 加算率　10／100

令和4年9月28日

教  育  長

報酬月額（円） 期　末　手　当 三役の給料月額（円）

539,400

665,900

506,000

287,400 ６月　167.5／100 村　      長

244,600 １２月　167.5／100 副  村  長

　⑤男女別議員数

0名
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（２）　常任委員会の構成

　　

　　　

　　 

　  　　　

    

   

　 

　　

　

（５）　監査委員、事務組合議会議員

　議会の運営に関して協議し、議員相互間の連絡
協調をとげ会議の円滑なる運営を図る

　議会に対する村民の更なる理解と協力を得られる
よう、議会活動の経過及び結果等の編集をし、年４回
発行する

○議会運営委員会（定数７人・任期４年）

（３）　議会運営委員会の構成

○議会だより編集特別委員会（定数6人・任期４年）

（４）　特別委員会の構成

金城　章

小橋川　恵美

○文教社会常任委員会 （定数５人・任期４年）

　教育総務課、生涯学習課、学校給食共同調理場、
福祉課及びこども課に関する事項

委  員  長 安里　清市

副委員長 玉那覇　登

委       員 新垣　善功

新垣　博正

大城　常良

桃原　清

委  員  長 新垣　貞則

副委員長 屋良　照枝

委       員 石原　昌雄

仲松　正敏

比嘉　護

屋良　照枝新垣　貞則

※議長が常任委員から辞任（令和4年9月28日）

○総務常任委員会（定数６人・任期４年）  ○建設常任委員会（定数５人・任期４年）

　総務課、企画課、会計課、税務課、住民生活課、
健康保険課、選挙管理委員会及び監査委員に関す
る事項並びに他の委員会に所属しない事項

　産業振興課、都市建設課、及び上下水道課に関す
る事項

委  員  長

副委員長

委       員

比嘉　麻乃

新垣　修

委       員

大城　常良

玉那覇　登

比嘉　麻乃 屋良　照枝

新垣　修 安里　清市

○議選監査委員(1人）

○中城村北中城村清掃事務組合議会議員(３人）

○中城北中城消防組合議会議員(３人）

○沖縄県介護保険広域連合議会議員(１人）

○沖縄県後期高齢者医療広域連合議会議員（１人）

○南部広域行政組合議会議員(１人）

委  員  長 玉那覇　登

副委員長 小橋川　恵美

委       員 安里　清市 比嘉　護

新垣　修

委  員  長

副委員長
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３．議会運営の概要

（１）議会運営委員会

　　・条例化の時期　 平成 3年 6月22日

　　・開催時期 定例会の3日～当日までに開催し、必要に応じて開催する。

※　議長から諮問される議会の会期、議事日程、請願、意見書

　　 陳情等の取り扱いについて協議する。

（２）本会議の時間

　　・午前10時から午後4時までとする。

（３）議案の送付

　　・議案書その他関係書類は、招集3日前（告示日）に各議員宅へ直接配布する。

（４）議案の審議

　①議案の委員会付託

　　・新規の条例については原則的に所管の委員会に付託する。

　　　一部改正の条例案件については本会議で審査する。

　②予算・決算の説明、審議方法

　　・村長の提案理由説明後、副村長が事項別の説明を行う。

　　・本会議初日に全会計の提案説明　→　本会議で質疑後、各常任委員会へ付託　→

　　　常任委員会で審査後、連合審査を開催　→　委員長報告・質疑・討論・採決

　　・一般会計の当初予算及び決算は、総務常任委員会に付託し、総務常任委員会よりそれぞれの

　　　所管常任委員会に分割付託するものとする。

　　・一般会計及び特別会計並びに水道事業会計の補正予算は原則として本会議で即決する。

（５）請願・陳情・意見書・決議の取り扱い

　１　請願の受理

　　・請願は、原則として請願者とともに紹介議員が提出する。

　２　陳情の取り扱い

　　・議会運営委員会で取り扱いを協議し、所管の常任委員会へ付託する。

　３　意見書・決議の取り扱い

　　・議会運営委員会で協議し、採択する場合は所管の常任委員会委員より本議会へ提案する。

　４　受付期限

　　・受付期限を定例会前の議会運営委員会開催日の前日までとする。

　　・上記以後に提出されたものについては、次回定例会で審査する。

５



（６）一般質問

　１　通告期限

　２　質問の時期と発言順位

　　・定例会会期末に実施。

　　・発言順位は通告順としている（通告書の受付順）

　３　質問時間及び回数等

　　・答弁を含めず３０分以内とする。

　　・一般質問席に登壇し、一括質問・一括答弁とし、以後一問一答方式で行う。

　　・質問の回数については、制限しない。

　　・対面方式である。

　　・一般質問に対する関連質問は、許可しない。

　４　答弁

　　・執行部の答弁は登壇して行い、休憩時は自席にて答弁する。

　　　なお、政策的な事項以外は担当課長が答弁する。

（７）委員会の審査

　　・原則として、各常任委員会で会期中に開催。

　　・会議録を作成しているが、職員は配置していない。

　　・傍聴希望者は、委員長の許可を得て傍聴することができる。

（８）本会議における委員長報告の取り扱い

　　・委員長報告の原稿は、委員長自ら作成するものとする。

　　・自己の所属する委員会の委員長報告については、質疑をしないものとする。

（９）会議録

　　・業者へ反訳及び印刷製本を委託している

印刷製本料＝資料(データ)による印刷面の作成：1頁　　　700円

   音声録音による印刷面の作成：1頁　　1,250円 ※印刷部数　70

自治会･議員･執行部等へ配布している。

（10）その他
　　・5月から11月までの間は、かりゆしウェアー等の着用を許可している。又、ネクタイと上着の着用は
　　　本人の自由とする。

　　・委員長報告の中で、付帯決議、希望意見等の表明があったものについては、必要に応じて、議長
　　　の発議又は議員の動議により会議に図って議会の意志として決定し、執行当局に申し入れる。

　　・委員長報告に対する質疑は、審査の経過と結果に対する質疑とし、付託された議案に対し提出
　　　者に質疑することはできない。

　　・議会開催日の１０日前午後12時までに行うものとする。但し、３月定例会においては村長の施政
　　　方針提案後７日までの午後12時までに行う。（ファックスでの受付も可）

　５　令和３年の質問者　（最大で15人、最少で15人、年間で60人、平均15人）

６



４．令和3年　議会運営

（１）運営概要

①会期日数・議案提出状況

②審査結果
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（２）意見書・決議・発議・請願一覧

中城村議会委員会条例の一部を改正する条例 令和3年3月3日

米軍航空機の低空飛行に関する意見書 〃

米軍航空機の低空飛行に関する抗議決議 〃

米兵わいせつ事件に関する意見書 〃

米兵わいせつ事件に関する抗議決議 〃

中城村議会会議規則の一部を改正する規則 令和3年3月23日

後期高齢者医療制度窓口負担２割化の中止を求める意見書 〃

安全・安心の医療介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書 〃

新型コロナウイルス感染拡大に伴う国民健康保険税（料）の特例減免等の継続を求める意見書 〃

沖縄本島南部地域の土砂採取計画の断念を求める意見書 〃

うるま市津堅島における米軍ヘリコプターの不時着事故に関する意見書 令和3年6月18日

国保運営にあたって、コロナ禍など困窮から県民の生活を守るために地方自治の本旨に基づ
き、制度の改善を求める意見書

〃

国立病院の機能強化を求める意見書 〃

コロナ禍の中だからこそ、子どもたちの健やかな成長のために「現物給付」への国のペナルティ
全廃と18歳までこども医療費無料制度実現こども医療費無料制度の改善を求める意見書

〃

世界遺産中城城跡と一体となった沖縄の文化芸能発信交流拠点の整備を求める決議 〃

南上原地区交番設置を求める請願書 〃

重要土地等調査規制法の廃止を求める意見書 令和3年8月16日

渡名喜島沖合における米軍ヘリコプターからのコンテナ落下事故に関する意見書 〃

渡名喜島沖合における米軍ヘリコプターからのコンテナ落下事故に関する抗議決議 〃

旧庁舎に設置された「政府は日米地位協定を抜本的に見直せの看板撤去及び設置に関する
決議

〃

米軍普天間飛行場所属MV２２オスプレイによるパネル落下事故に関する意見書 〃

米軍普天間飛行場所属MV２２オスプレイによるパネル落下事故に関する抗議決議 〃

コロナ禍による財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 令和3年9月10日

米海兵隊による有機フッ素化合物（ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ）の汚水排出に対する意見書 〃

米海兵隊による有機フッ素化合物（ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ）の汚水排出に対する抗議決議 〃

南上原地区交番設置を求める請願書 令和3年9月27日

海底火山噴火による漂流・漂着軽石に関する意見書 令和3年12月3日

米軍普天間飛行場所属、垂直離着陸機MV22オスプレイからの水筒落下事故に関する意見書 〃

米軍普天間飛行場所属、垂直離着陸機MV22オスプレイからの水筒落下事故に関する決議 〃

議決年月日件　　　　　　　　　名
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（１）　議会費 （令和４年度当初予算）

（単位：千円）

５．議会費

構 成 比

44.2%

9.2%

0.4%

1.6%

0.1%

13.6%

対前年比

0

△ 59

△ 498

2.3%

0.4%

金　　　額

44,799

9,314

420

議員報酬（16名）

区　　　　分

　１．報　　　　　酬

　２．給　　　　　料

　３．職員手当等

会計年度任用職員報酬 1,665

説　　　明

職員給

扶養手当

通勤手当

期末手当（議員）

勤勉手当

議長交際費

75

13,757

2,309

360

14,460

163

謝礼金

共済組合

普通旅費

県外旅費

費用弁償

期末手当（会計年度任用職員） 202

125

462

448

期末手当（一般職）

管理職手当

　8．旅　　　　　費

　9．交　　際　　費

　４．共　　済　　費

　7．報　　償　　費

2,454

20

50

36

議員共催組合

追加費用

22

3,023

 １0．需　　用　　費

1.6%

0.2%

217 0.2%

0.6%消耗品費

燃料費

駐車場使用料

印刷製本費

食糧費

1,578

242

修繕費（備品）

575

150

140

0.0%

0.0%

0.0%

0

3.0%

0.1%

0.5%

0.4%

2.3%

29

125

△ 84

14.3%

0.2%

242

△ 558

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

△ 85

0

△ 21

0.0%

0.1%

0

 11．役　　務　　費

 １7．備品購入費

タクシー使用料

県町村議会議長会負担金 2,284

10 0.0%

80 0.1%

10

中部地区町村議会議長会負担金

36

0.1%

通信運搬費

広告料

 13．使用料及び賃借料

0庁用備品

 12．委　　託　　費

（Ａ／Ｂ）％ 1.1%

3 0.0%

議場システム保守

複合機使用料

有料道路使用料

議会費計（Ａ）

一般会計歳出総額（Ｂ）

101,409

9,657,637

0.0%

 18．負担金、補助及び交付金

政務活動費交付金 1,920 1.9%

９



６．村財政状況

15,167 0.16%

1,339,975 14.48%

3,621 0.04%

29,143 0.31%

3,225 0.03%

368,233 3.98%

46,147 0.50%

（各年度当初予算）

予　　算　　額　　（千円）

令和3年度令和4年度

予算額 構成比予算額 構成比

2,682,510 28.98%2,669,538

47,563

988 0.01% 1,053 0.01%

0.04% 3,508 0.04%

0.27% 14,412 0.16%

12,448

22．村債

30,000

160,066

2,034,331

11．地方交付税

809,065

20．繰越金

4.85%

0.28%

140,551 1.46%

12.47%

1.39%

3.11%

21.06%

0.31%

200,002

127,015 1.37%

1.35%

1,949,504 21.06%

218,866 2.36%

30,000

1,800 0.02%

1,924 0.02%

125,099

ア．歳入

27.64%

0.49%

1,204,779

300,002

133,973

18．寄付金

歳入合計

3,250 0.03%

468,457

1,560,088

0.02%

3,413

1.66%

8.38%

100.0%

0.13%

27,486

0.19%

16.15%

0.04%

0.02%

款

３．利子割交付金

５. 株式等譲渡所得割交付金

４. 配当割交付金

１．村税

13．分担金及び負担金

12．交通安全対策特別交付金

（１）　年度別一般会計の状況

２．地方譲与税

10．地方特例交付金

1,664

７．地方消費税交付金

８. ゴルフ場利用税交付金

18,413

2,049

９．環境性能割交付金 3,689

６. 法人事業税交付金 25,824

9,657,637

21．諸収入

19．繰入金

15．国庫支出金

17．財産収入

14．使用料及び手数料

16．県支出金

0.32%

869,151 9.39%

1,213,328 13.11%

2.16%

12,421 0.13%

9,256,104 100.0%

１０



198,608

100.0%

487,690 5.05%

3.16%

1 0.00%

1,835,732 19.01%

0.00%4

176,615

支出

支出

収入

収入

519,908

570,531

528,718

238,396

519,343

イ．歳出

水
道
事
業
会
計

収
益
的

資
本
的

３．公共下水道事業特別会計

款

４．土地区画整理事業特別会計

２．後期高齢者医療特別会計

予算額

令和3年度

予　　　　　　算　　　　　　額　（千円）

令和4年度

予算額 構成比予算額

1.11%

297,340

1,054,518

3,501

176,303

89,065 0.96%

4.38%

（各年度当初予算）

4

506,009

2,324,598

1,036,353

3.21%

11.20%

40.05%

11.39%

0.04%

20.08%

0.00%

5.47%

0.00%

0.22%

9,256,104 100.0%

160,530

565,203

35,401

180,661

１．国民健康保険特別会計

1

20,000

（２）　年度別特別会計の状況

265,813

9,657,637

５．汚水処理施設管理事業特別会計 2,908 2,827

13．諸支出金

予　算　額　(千円）

令和3年度

20,000 0.21%

158,686

495,427

270,064

令和4年度

予算額

2,496,324

款

3,496

1,858,583

305,439

3,706,725

構成比

102,338

1.90%

405,364

3,926,982 40.66%

10.62%

0.84%

1,025,605

2.06%

101,409 1.05%

1,180,051 12.22%

491,816

１．議会費

5.09%

80,804

0.04%

11．災害復旧費

12．公債費

14．予備費

歳出合計

２．総務費

３．民生費

４．衛生費

５．労働費

６．農林水産費

７．商工費

８．土木費

９．消防費

10．教育費

１１



（昭和54年3月10日　告示第14号）

*　村　章　＊

円は村民の和を表し、巴は護佐丸の紋を形どったもので誠実を表し、

「中」の字と突出部は、村名と村の発展を表現している。

沖縄県中城村議会
〒９０１－２４９３
沖縄県中頭郡中城村字当間５８５番地１
TEL （０９８）８９５－４３１８
FAX（０９８）８９５－４３５８


